
（管理規則第３条実施要領 別紙様式） 

２０１０年度（平成２２年度）学校評価自己評価表                         No.1 

最終更新日 ２０１１年（平成２３年）３月２５日    校番 ６４ 福山市立内浦小学校 

１ 学校教育目標 

 
豊かな心を持ち，自ら学び，輝いて生きる子どもの育成 

 

２ 経営理念 
（１）地域社会における自校の使命（ミッション） 

自分がすき，学校がすき，地域がすきな子どもを育てる 

（２）使命の追求を通じて実現しようとする自校の将来像（ビジョン） 
○ 確かな学力をつける学校 
○ えがおと自信のあふれる学校 
○ 地域とともに輝く学校 

３ 自校の現状分析 

○ 確かな学力：全学年で100％の児童が学期末の漢字テストで９０％以上到達し，漢字を正確に書く力が付
いてきた。各学年の読書の目標冊数をどの学年も到達し，読書に対する関心が高まってきた。長文の読み

取りが不十分なので長い物語文にも挑戦するように取り組む。全校発表や地域の方との交流の場で，大き

な声で目標，設定理由，感想等を発表できた。考えを筋道立てて説明することは不充分。今年度も，様々

な場面で結論・根拠・場に応じた受け答えができるよう，言語活動を充実させる。 
○ 豊かな心：体験活動後，自分や学校，地域の良さを文章や作品で表現できる児童100％。地域保護者アン
ケートの結果，「自分がすき・地域がすきな児童が育っている」96％。今年度も，学校行事や地域の方と
の交流の場を通してコミュニケーションスキルの活用を図り，自尊感情を高めていく。 

○ 健やかな体：ふりかえりカードを活用し，自分のめあてを意識して生活を見直すことができた。生活リズ

ムづくりは，「めあてに向かって取り組む」児童が 93％。引き続き取り組みを継続する。体力つくりは，
高学年を中心に全校でトレーニングに取り組み，昨年度自己目標の達成率100％。外遊びが増え，ふりか
えりカードで93％に向上した。今年度もライフスキルを取り入れた体力つくりを引き続き推進する。 

○ 力量ある教職員：全学年学習リーダーを中心に授業を進めることができるが，主体的な学び合いは不充分

なので，学習リーダーの育成や児童同士の授業参観を行い複式の授業形態を確立する。今年度も健康教育

について研究を進め，提案型の公開研究会を行い，授業力を高める。 
○ 市民から信頼される学校： 保護者・地域アンケートの結果は「学校は情報発信に努めている」92％「授
業や学習の足跡が掲示されている」91％だった。保護者・地域・次年度就学予定者を含め広く学校の取組
を発信する。 

  

 ４ 研究主題 
（１）研究主題 

 
ライフスキル(心の能力)で培う心身の健康 
～「健康づくり」の自立とセルフエスティーム（健全な自尊心）の育成～ 

 

（２）研究指定 
指 定 事 業 名 等 期 間 
「市」 教育研究支援事業 健康教育 ３年間 

５ 今年度の重点目標と設定理由 

重 点 目 標 設 定 理 由 
自分らしくよりよい生き方 
～児童自身による改善とセルフエ

スティームの育成～ 
①全教育活動の中で，児童のセル

フエスティームの育成とスキル

の形成を図る。 
②主体的に体力つくりや生活リズ

ムの改善に取り組む児童の育成

を図る。 

①児童が主体的に教育活動に取り組む中で，やり遂げたり

認められたりする経験を積み重ねることで，自信と意欲が

高まると考えた。また，習得したスキルを日常生活の中で

活用することで，課題をよりよく解決したり前向きに生活

したりするなど，よりよい生き方ができるようになると考

えたため。 
②児童自らが目標を設定し意欲的に体力つくりに取り組

むことで自己肯定感を高め，健康的な行動の実践につなげ

ていく。その結果，児童自身の将来にわたる「健康づくり」

の自立とセルフエスティーム（健全な自尊心）の育成が図

れると考えたため。 

６ 評価基準 

評価・指標評価 基        準 
Ａ・ａ １００％以上の達成度 十分に目標を達成できた 
Ｂ・ｂ ８０％以上１００％未満の達成度 概ね目標を達成できた 
Ｃ・ｃ ６０％以上８０％未満の達成度 ある程度目標を達成できた 
Ｄ・ｄ ４０％以上６０％未満の達成度 あまり目標を達成できなかった 
Ｅ・ｅ ４０％未満の達成度 目標を達成できなかった 
・ 自己評価（中間）の基準は，１０月２０日までの計画に対する達成状況とする。 
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  最終更新日２０１１年（平成２３年）３月２５日                      ２０１０年度（平成２２年度） 校番 ６４ 福山市立内浦小学校  No.（２） 

７ 目標・評価項目・指標等の設定と評価 

市重点 
目 標 
年
目 中期経営目標 重 

点 分類 短期経営目標 （  ） 
評価 

評価項目・指標等 
（△成果 ▽取組み ◇成果と取組み に着目） 

(  ) 
指標 
評価 
□ 評価項目・指標等 ○ 短期（中期）経営目標の達成状況 
◎ 改善方策 

◇学期末の漢字テストで 90％以上到達する児

童を90％にする。 

 
ａ 

◇学年ごとの読書の目標冊数を 90％達成す

る。 
 
 
 

ａ 

◇全校発表や地域の方との交流の場で，目標に

達した話し方ができる児童を９０％以上にす

る。 

・学期はじめ・終わり・プール目標・運動会 
・１１０番の家・出前授業・うしお祭 
・交流会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ａ 

確
か
な
学
力 

３ ことばの教育を

進め，結論と理

由を言える児童

を 90％以上に

する。 

 継続 基礎基本の定着と相手

や目的に応じた話し方

ができる児童を育成す

る。 

 
 
 

Ａ 

◇学期に1回ノート展覧会を実施し，自分の考
えをノートに書くことができる児童を 90％以

上にする。 
ａ 

□学期末の漢字テストで 90％以上到達した児童の達成度は次の
とおりであった。  
１学期末 ２学期末 ３学期末 
１１１％ １１１％ １１１％ 

□読書の到達率（３月２日現在） 
 低学年 中学年 高学年 
目標冊数 １００冊 ７０冊 ５０冊 
読書冊数 １３０冊 ７０冊 ６２冊 
達成度 １４４％ １１１％ １３８％ 
□目標に達した話し方ができた児童の達成度 
＜観点＞大きい声，最後まではっきり，相手を意識，相手の反応 

1学期始 運動会 水泳目標 出前授業 交流会 1学期末 
111％ 111％ 111％ 111％ 111％ 111％ 
2学期始 うしお祭 2学期末 3学期始   
111％ 111％ 111％ 111％   
□いきいきサロンとの交流会後の参加者のアンケート結果 
大きい声で

発表した 
最後まではっ

きり言った 
目を見ていい

姿勢で言った 
うまく会話

ができた 
１００％ ９６％ １００％ １００％ 
□地域・保護者アンケートの結果 

 ６月 １０月 
子どもたちは，みんなに聞こえるように

はっきりと自分の考えを発表している。 ９２％ １００％ 

□公開研究会の参加者のアンケート結果 
公開授業で児童は自分の考えをよく発表していた。 100％ 
児童発表で児童は一生懸命発表していた。 100％ 
□ノート展覧会を７月１５日，１０月２７日，２月１６日に実施。 
□自分の考えをノートに書くことができる児童の達成度 
（低学年）111％（中学年）111％（高学年）111％（全体）111％ 
○全学年で漢字を正確に書く力が付いてきた。 
○新刊コーナーを設けたことで読書に対する関心が高まった。 
○全校発表や地域の方との交流会の場で，大きな声で目標，設定

理由，達成状況等について発表できた。 
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○ノートに自分の考えを書くことができる児童が育っている。 
◎引き続き，漢字のミニテストや読書の取り組みを継続実施して

いくとともに，ノートの使い方や発表の仕方を指導し，全教科

等で言語活動の充実を図る。 

豊
か
な
心 

１ 

自信をもって，

ともに学び，地

域を大切にする

子 ど も を

100％にする。

 
 
見直し 

 

思いやりや自律の心を

持ち，感動する子ども

を育成する。 

Ａ 

◇体験学習後にカードに記入し，自分や学校・

地域のよさを文章や作品（習字・絵・俳句），

劇などで発信できる児童を100％にする。

ａ 

□自分や学校・地域のよさを発信できた児童の達成度 
 低学年 中学年 高学年 
定置網 １００％ １００％ １００％ 
運動会 １００％ １００％ １００％ 
海開き １００％ １００％ １００％ 
うしお祭 １００％ １００％ １００％ 

 
□アンケートの結果（％） 

６月 １０月  
児童 地域・ 
保護者 

児童 地域・ 
保護者 

自分のよさを見つけ，自分が

好きな児童が育っている。 
１００ １００ １００ １００ 

学校が好きな子どもが育っ

ている。 
１００ ９１ １００ １００ 

地域のよさを見つけ，地域の

好きな子どもが育っている。 
１００ １００ １００ １００ 

○１００％の児童が定置網オープニングや運動会等の体験学習

後に，自分や学校，地域のよさを「すきすきカード」に文章で

表したり俳句を作ったりして発信できた。 
○俳句は「けんみん文化祭」で特選を受賞するなど，各種コンク

ールで入賞した。 
○昔，地域で行われた干拓について調べたことをもとにうしお祭

で劇を発表した。 
○地域のよさを表す作品（習字，絵）を作り，うしお祭で展示し

た。 
◎引き続き，自尊感情を育てる取り組みを進めていく。 
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◇自分で生活リズムの課題を見つけてふりかえ

りカードに書き，自分の課題にあった適切な

改善策を立てられる児童を 90％以上にす

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ａ 

健
や
か
な
体 

１ 

安定した生活リ

ズムをつくり，

楽しんで運動す

る児童を 90％

以上にする。 

★ 見直し 

自らの生活リズムや体

力に関心をもち，意欲

的に生活リズムづくり

や体力つくりに取り組

める児童を育てる。 

Ａ 

◇6 月の新体力テストの結果をもとに，体力向
上に向けて自分の課題にあった適切な改善策

を自分自身で立てられる児童を 90％以上に

する。 

ａ 

□ふりかえりカードによる生活リズムの達成度 
  （達成できた日数／調査した日数） 

 早寝 朝食 外遊び 
めあてに向か

って取り組む 
６月 ９０％ １０９％ ９９％ ８６％ 

１０月 ９７％ １１０％ ９９％ ９６％ 

１月 １０２％ １０９％ １０３％ ９９％ 
□保護者・地域アンケートの結果 

 
 

６月 10月 

子どもたちは「早寝・早起き・朝ごはん」

の生活リズムが定着している。 ７８％ ８０％ 

外遊びなどを通し，体力つくりに取り組

む子どもが育っている。 １００％ ９２％ 

□生活リズムの定着に向け自分の課題にあった適切な改善策を

立てられる児童の達成度（１月） 
低学年（１１１％）・中学年（１１１％）・高学年（１１１％） 
□体力向上に向け自分の課題にあった適切な改善策を自分自身

で立てられる児童の達成度（６月） 
  低学年（１１１％）・中学年（１１１％）・高学年（１１１％） 
□新体力テストで県平均を上回る種目数の割合 

６月 １１月 
７４％ ７７％ 

○ふりかえりカードの活用により，安定した生活リズムをつくろ

うとするようになってきた。 
○１学期に全員が自己目標を設定し，自分の取り組むトレーニン

グを決め，大休憩開始時にトレーニングに取り組んだ。 
◎ふりかえりカードを活用し，生活リズムの課題にあった適切な

改善策を立てられるよう，引き続き，個に応じた肯定的支援を

していく。 
◎今後も新体力テストの分析，課題把握，目標設定，トレーニン

グプランの設定，トレーニングの実践という活動を継続し，意

欲的に体力つくりに取り組む児童を育てていく。 
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力
量
あ
る
教
職
員 

３ 

「授業が良くわ

かる」の結果を

90％以上にす

る。 

 継続 

複式授業を充実させ，

学習リーダー中心の授

業形態を確立する。 

Ａ 

▽校外への公開研究授業を５回（健康教育）実

施する。 
▽児童相互の授業参観を２回実施する。 
◇研究授業後の検証で，学習リーダーを中心に

授業を進めることができる割合を 100％にす
る。 
◇保護者・地域アンケートを年２回実施し，結

果を90％以上にする。 

 
 
 

ａ 

○健康教育の授業研を６月に２回，１１月に３回，計５回実施し

た。 
○11月に公開研究会を実施し，多くの参加者からライフスキル教
育を中心とした研究実践に対して高い評価を得ることができ

た。 
＜参加者アンケート結果＞ 
本時のめあてが達成できていた １００％ 
□授業後の検証票の結果（６月） 
めあてが達成できた １００％  
肯定的支援が行われていた ８９％  
友だちの考えに反応していた １００％  
最後まで大きい声ではっきり発表していた １００％  
○児童相互の授業参観を１１月に３回実施した。 
○複式授業の授業研（算数科）を内海小学校と合同で１月に実施

し，学習リーダー中心の授業のあり方について研修を深めるこ

とができた。 
＜授業後のアンケート＞ 
学習リーダーを中心に授業を進めることができた。（１００％） 
□学習リーダーを中心に授業を進めることができる割合（教職員

アンケート） 
 達成度 １００％ 
□保護者・地域アンケートの達成度 

 ６月 １０月 
授業がわかりやすく楽しい 100％ 103％ 
◎引き続き研修を深め，複式授業を充実させる。 
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市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校 

３ 

「情報発信に努

めている」を

90％以上にす

る。 

 

継続 

学校の取り組みと児童

の変容を具体的・積極

的に発信する。 

Ａ 

▽学校の取組みを学期に1回ずつ学校懇談会で

説明する。 

ホームページを毎月更新する。 

学校紹介ＤＶＤを作成する。 

学校だよりを地域に全戸回覧する。 

6月地域参観日，うしお祭，学校へ行こう週

間，公開研究会を地域公開とする。 

◇保護者・地域アンケートを年２回実施し，結

果を90％以上にする。 

 

 

 
ａ 

○学校の目標と取り組みを学校懇談会で説明した。（４月・９月・

２月） 
○学校ホームページを学校の特色ある活動がより分かるように

リニューアルしたり，児童が作成したページを設けたりして，

２６回更新した。（３月１日） 
○走島小学校の児童とホームページを通じて交流した。 
○学校だよりを毎月地域に全戸回覧した。 
○６月の地域参観日で道徳の授業を地域公開にし，10 月のうし
お祭で学校紹介ＤＶＤと本校が取材を受けNHK（BS２）で放
映された「食べてニッコリふるさと給食」の放映VTRを地域・
保護者に見ていただいた。 
□地域参観日で行った保護者・地域アンケートの達成度 

 ６月 １０月 
教育方針をわかりやすく伝えている １１１％ １１１％ 
学校の様子は懇談会や通信やホーム

ページでよく知ることができる １１１％ １１１％ 

地域の人や保護者とのつながりを深

めている １１１％ １１１％ 

○校内に児童の変容を写真や感想文等を掲示して発信した。 
◎引き続き，学校の取り組みと児童の変容を中心とした情報発信

をしていき，信頼される学校にしていく。 
 


